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•あいさつをしましょう　•自治会に入りましょう　•祝日には国旗を掲げましょう

　　 月 の
お も な
イベント

3

2020年10月
第75回国民体育大会、
第20回全国障害者
スポーツ大会
ボランティアも
募集中。詳細は
本誌７Pで。

ジャズ体操

　信号機のない横断歩道を歩行者が渡ろうとして
いるとき、９割以上の車が一時停止をしてないこ
とが、平成30年に行ったＪＡＦの調査で分かりま
した。このケースは道路交通法の「横断歩行者等
妨害違反」として検挙の対象となり、違反点２点
と反則金９千円（普通車の場合）が課せられます。

　ドライバーは、常に歩行者が横断歩道を渡れる
ように配慮しなければなりません。道路上のひし
形の標示は近くに横断歩道があることを示してい
ます。横断歩道付近では、いつでも停止できるよ
うに減速してください。
�問＝安心安全課  ☎（64）0997

横断歩道、９割以上が一時停止せず

まなびフェスタ2019／場所：霧島市民会館、国分シビッ
クセンター市民ギャラリーほか／時間：午前９時30分～
午後４時
問＝社会教育課  ☎（64）0708
第23回龍馬ハネムーンウオークin霧島／時間：各コース
によって時間が異なる／場所：４コース（霧島・隼人・牧園
地区）
※事前申し込みは２月28日（木）まで。当日申し込みも可。
問＝霧島市観光協会  ☎（78）2115

２日（土）

16日（土）、
17日（日）

「�横断歩道または自転車横断帯あり」の標示
信号機のない横断歩道の手前に標示されています。この標示
に気付いたら横断歩行者の存在を意識してください。



Topic of kir ishima city まちの話 題 市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。
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＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先

霧島の魅力を
切り撮った
力作ずらり

⬆エアポート大賞「旅立ちの季節」

第15回
きりしまフォト
コンテスト

⬆きりしま大賞「和気藤の誘い」

期間（各施設の休館日は除く） 場　　所
３月17日（日）まで シビックセンター市民ギャラリー

３月20日（水）～３月26日（火） 霧島公民館
３月28日（木）～４月 3日（水） 福山総合支所・福山公民館
４月 5日（金）～４月11日（木） 牧園総合支所
４月12日（金）～４月18日（木） 横川公民館
４月19日（金）～４月25日（木） 溝辺公民館（みそめ館）
４月26日（金）～５月24日（金） 鹿児島空港ギャラリー
５月31日（金）～６月14日（金） 上野原縄文の森
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新
燃岳噴火を想定した避難訓練が１月21日、牧
園町の高千穂小学校でありました。訓練の放送

が流れると、児童らは教室に常備されたヘルメットを
かぶり、速やかに校舎内の安全な場所に集まりました。

噴火に備え、高千穂小で訓練

防火・防災への意識高める

西郷どん村グランドオープン

国体、初の協賛5者に感謝状

日
当山西郷どん村が１月23日、市の新たな観光
名所としてグランドオープン。県内外から多く

の客が訪れ、新たにできたビュッフェスタイルのレス
トランや特産品販売所、足湯などを楽しんでいました。

か
ごしま国体の霧島市実行委員会（中重真一会
長）は１月17日、発足後初の協賛となった５者

（あいら農協、大電総業㈱、㈱フノキ電設、霧島運輸
倉庫㈱、トラック協会霧島支部）に感謝状を送りました。

霧島市初の地域ブランド
「ゲンセン霧島」認定品38件が決定

霧
島市初の地域ブランドである「ゲンセン霧島」
の認定式が１月16日、国分公民館でありまし

た。霧島ガストロノミー推進協議会が主催。「きりしま
食の道10カ条」を踏まえ、専門家が最大７段階の星の
数で評価し、産品・サービス部門33件と取組・活動部門
５件を認定。薩摩錫

すず
器
き
焼酎タンブラーで星７つの評価

を受けた岩切美巧堂の専務取締役・岩切洋一さん（45）
は、「地元で最高位の評価を頂けて光栄です。世界に
霧島市をアピールしていきたい」と力を込めました。

消
防出初式が１月６日、国分シビックセンターお
祭り広場などで行われました。消防団員ら760

人と消防車両37台の市中パレードや規律訓練、ポンプ
操法、はしご車を使った救助訓練などを披露しました。

　
「
第
15
回
き
り
し
ま
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会
が
1
月
31

日
に
実
施
さ
れ
、
４
８
８
点
の
応

募
の
中
か
ら
大
賞
や
優
秀
作
品
な

ど
46
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
自
由
部
門

と
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門
が
あ
り
ま
す
。

応
募
数
は
、
霧
島
市
の
四
季
に
富

ん
だ
自
然
風
景
、
伝
統
行
事
、
環

境
、
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
に
関
す
る

も
の
を
写
し
た
自
由
部
門
に
１
０

３
人
か
ら
２
７
４
点
。
飛
行
機
や

空
港
で
働
く
人
々
、
出
会
い
、
別

れ
な
ど
鹿
児
島
空
港
の
魅
力
を
写

し
た
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門
に
92
人
か

ら
２
１
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
自
由
部
門

⃝�

き
り
し
ま
大
賞
＝
牧
大
吾
（
隼

人
町
）

⃝�

四
季
賞
＝
坂
元
ヒ
サ
ミ
（
国

分
）、
塚
原
宏
文
（
鹿
児
島
市
）、

追
鳥
千
鶴
男
（
姶
良
市
）、
山

下
徹
志
（
鹿
屋
市
）

⃝�

霧
島
市
観
光
協
会
賞
＝
大
薄
四

男
（
姶
良
市
）

⃝�

環
境
賞
＝
安
藤
成
登（
姶
良
市
）

⃝�

入
選
＝
厚
地
由
美
子
、
新
福
里

志
、
山
田
宏
作
、
久
高
将
文

（
以
上
国
分
）、
武
田
敏
文
（
牧

園
町
）、
黒
木
陽
介
（
隼
人
町
）、

髙
吉
宣
良
（
鹿
児
島
市
）、
川

尻
宣
博
、
髙
岡
勝
義
、
村
岡

俊
雄
、
大
重
爲
映
、
辻
典
昭
、

梅
木
ト
キ
エ
（
以
上
姶
良
市
）、

木
之
元
俊
久
（
薩
摩
川
内
市
）

■
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門

⃝�

エ
ア
ポ
ー
ト
大
賞
＝
川
畑
憲
一

（
姶
良
市
）

⃝�

優
秀
賞
＝
牧
大
吾
（
隼
人
町
）、

松
成
隆
志
（
鹿
児
島
市
）、
辻

典
昭（
姶
良
市
）、松
本
伸
一（
出

水
市
）

⃝�

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
賞

＝
川
尻
宣
博
（
姶
良
市
）

⃝�

霧
島
市
商
工
会
賞
＝
喜
多
悦
子

（
姶
良
市
）

⃝�

か
ご
し
ま
空
港
ホ
テ
ル
賞
＝
森

山
翔
太
（
鹿
児
島
市
）

⃝�

溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝

安
藤
成
登
（
姶
良
市
）

⃝�

日
本
航
空
賞
＝
伊
地
知
国
雄

（
国
分
）、末
永
正
徳
（
牧
園
町
）

⃝�

全
日
空
賞
＝
塩
井
川
大
作
（
横

川
町
）、橘
木
ツ
ギ
子（
姶
良
市
）

⃝�

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
賞
＝

大
重
爲
映
（
姶
良
市
）、
三
角

一
義
（
大
阪
府
）

⃝�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
賞
＝
森
山
由
香

（
鹿
児
島
市
）、
上
園
四
男
（
姶

良
市
）

⃝�

ス
カ
イ
マ
ー
ク
賞
＝
黒
木
陽
介

（
隼
人
町
）、
木
之
元
俊
久
（
薩

摩
川
内
市
）

⃝�

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
賞
＝
堂
山
正
春
（
隼
人
町
）、

髙
岡
勝
義
（
姶
良
市
）

⃝�

ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
賞
＝

園
田
美
咲
（
隼
人
町
）、
浦
田

和
裕
（
愛
知
県
）

⃝�
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
賞
＝
福
留
義

之
、
橋
口
公
一
（
以
上
鹿
児
島

市
）

■
展
示
日
程

上
位
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝�

時
間
＝
各
会
場
と
も
展
示
初
日

の
午
後
１
時
か
ら
最
終
日
の
正

午
ま
で

◎�

＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

☎（
64
）０
７
１
０

星７つの認定産品（産品・サービス部門）。詳細は市ホームページで紹介。
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◀◀◀市からのお知らせ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先
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お
知
ら
せ

交
通
災
害
共
済

４
月
か
ら
掛
け
金
免
除
廃
止

　

市
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
の
被
災
者
を
加
入
者
同
士
で
助

け
合
う
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

　

現
行
の
運
用
で
は
見
舞
金
の
給

付
や
管
理
事
務
費
な
ど
の
支
出
が

掛
金
収
入
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

事
業
を
継
続
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
小
中
学
生
と
75
歳
以
上
の
掛
け

金
免
除
を
廃
止
し
ま
す
。
掛
け
金

を
納
付
し
た
加
入
者
か
遺
族
で
な

け
れ
ば
見
舞
金
は
受
け
取
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

見
舞
金
の
請
求
は
、
交
通
事
故

で
７
日
以
上
入
院
や
通
院
し
た
場

合
が
対
象
で
す
。
請
求
に
は
交
通

事
故
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
警
察
に
事
故
を
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
請
求
期
間
は
事
故
日
か

ら
２
年
間
で
す
。

　

市
内
で
は
、
平
成
30
年
中
に
６

０
０
件
以
上
の
交
通
事
故
が
発
生
。

自
分
は
安
全
運
転
し
て
い
て
も
、

も
ら
い
事
故
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

に
平
成
31
年
度
の
加
入
申
込
書
を

送
付
し
ま
し
た
。
も
し
も
の
と
き

に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

⃝�

掛
け
金
＝
１
人
５
０
０
円

◎�

＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

受
動
喫
煙
防
止
対
策
説
明
会

　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
強
化
す

る
法
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
０
年

４
月
か
ら
飲
食
店
や
職
場
な
ど
、

多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
は
原

則
、
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
制
度
内
容
や
改
修
費

用
な
ど
の
助
成
金
に
つ
い
て
事
業

者
向
け
に
説
明
し
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
14
日（
木
）午
後
２

時
～
３
時
30
分

⃝�

場
所
＝
姶
良
保
健
所
２
階
会
議

室
（
隼
人
町
松
永
３
３
２
０
－

16
）

⃝�

申
込
方
法
＝
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
参
加
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

⃝�

申
込
期
限
＝
３
月
12
日（
火
）

◎�

＝
県
健
康
増
進
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）２
７
１
７
、
FAX
０
９

９（
２
８
６
）５
５
５
６

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
義
務
で
す

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
春

の
火
災
予
防
運
動
で
す
。

　

平
成
31
年
１
月
に
は
建
物
火
災

が
６
件
発
生
し
ま
し
た
。
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
ろ
や
暖
房

器
具
な
ど
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
自
動
的
に
感
知
し
警
報
す
る

物
で
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
池
切

れ
や
作
動
状
況
は
、
警
報
器
に
付

い
て
い
る
ひ
も
を
引
く
か
ボ
タ
ン

を
押
す
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
必

ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
消
防
局
予
防
課
☎（
64
）０

４
３
３

上
野
原
縄
文
の
森
企
画
展

■「
弥
生
も
ス
ゴ
イ
！
か
ご
し
ま
」

　

上
野
原
縄
文
の
森
で
初
め
て
の

「
弥
生
時
代
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

企
画
展
で
す
。

　

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
鹿

児
島
県
内
で
弥
生
文
化
の
史
料
が

次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
弥

生
文
化
を
代
表
す
る
九
州
北
部
の

資
料
を
併
せ
て
展
示
し
、「
弥
生

時
代
の
か
ご
し
ま
」
の
特
徴
や
独

自
性
に
迫
り
ま
す
。

　

教
科
書
で
見
た
こ
と
が
あ
る
出

土
品
（
レ
プ
リ
カ
含
む
）
な
ど
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝�
期
間
＝
３
月
21
日（
木
・
祝
）ま

腎
臓
の
働
き
が
徐
々
に
低
下
し
て

い
く
腎
臓
病
の
総
称
で
す
。
新
た

な
国
民
病
と
い
わ
れ
、
成
人
の
約

８
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
体

内
の
老
廃
物
を
十
分
に
排
出
で
き

な
く
な
り
、
人
工
透
析
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
に
は
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
高
尿

酸
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
強

く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
気
を
治
療
中
の
人
は
、
治
療
を

中
断
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
自
覚
症
状
が
な
い

ま
ま
進
行
す
る
の
で
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎�

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

市
民
と
自
衛
隊
の
つ
ど
い

　

市
民
と
自
衛
隊
員
に
よ
る
寸
劇

や
音
楽
隊
の
演
奏
、
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
剣け

ん

舞ぶ

な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

⃝�

日
時
＝
３
月
29
日（
金
）午
後
６

時
30
分
～
８
時
40
分

■
本
番

⃝�

日
時
＝
３
月
30
日（
土
）午
後
２

時
30
分
～
５
時

⃝�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝�

入
場
料
＝
無
料
（
た
だ
し
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整

理
券
は
３
月
８
日（
金
）か
ら
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
総
合
案

内
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
し

ま
す
。
入
場
は
整
理
券
が
あ
る

人
が
優
先
で
す
）

※�

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
は
入
場
整
理

券
不
要
。

◎�

＝
総
務
課
☎（
64
）０
９
１
５

福
ふ
く
コ
ン
サ
ー
ト

　

ゴ
ッ
タ
ン
の
演
奏
や
福
山
小
学

校
児
童
の
合
唱
、
黒
酢
の
試
飲

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
９
日（
土
）午
後
１

時
～
３
時

⃝�

場
所
＝
旧
田
中
家
別
邸
（
福
山

町
福
山
２
９
２
６
）

⃝�

入
場
料
＝
無
料

◎�

＝
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
福
山

【
池
江
】☎
０
９
０（
９
７
２
８
）

１
７
６
０

電
柱
に
作
ら
れ
た

カ
ラ
ス
の
巣
を
見
か
け
た
ら

　

毎
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

カ
ラ
ス
が
電
柱
に
巣
を
作
り
、
停

電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

電
柱
へ
の
巣
作
り
を
見
つ
け
た

ら
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
九
州
電
力
霧
島
配
電
事
業

所
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）８
０
３

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、

業
者
に
委
託
し
て
い
る
保
守
点
検

や
清
掃
と
は
別
に
、
法
律
に
よ
り

日
頃
の
使
用
や
維
持
管
理
が
適
正

か
を
確
認
す
る
た
め
、
知
事
が
指

定
し
た
検
査
機
関
が
行
う
法
定
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

河
川
の
水
な
ど
を
き
れ
い
に
保

つ
た
め
に
も
大
切
な
検
査
で
す
。

で
⃝�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
企
画
展
示
室

⃝�

料
金
＝
小
中
学
生
／
１
５
０
円
、

高
校
・
大
学
生
／
２
１
０
円
、

大
人
／
３
１
０
円

※
20
人
以
上
は
団
体
割
引
あ
り
。

◎�

＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎（
48
）

５
７
０
１

８
人
に
１
人
が
腎
臓
病

３
月
日
は
世
界
腎
臓
デ
ー

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
は
、

検
査
通
知
が
届
い
た
ら
必
ず
受
検

し
ま
し
ょ
う
。

⃝�
検
査
内
容
＝
浄
化
槽
の
放
流
水

の
水
質
検
査
、
外
観
検
査
、
書

類
検
査

⃝�

検
査
手
数
料
＝
合
併
処
理
浄
化

槽
６
千
円
、
単
独
処
理
浄
化
槽

４
千
円
（
５
人
槽
～
10
人
槽
の

場
合
）

◎�

＝
県
環
境
保
全
協
会
☎
０
９

９（
２
９
６
）９
０
０
０

募
集

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
韓
国
語
教
室

　

自
己
紹
介
の
表
現
を
学
び
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
28
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室
⃝�

対
象
＝
市
民

⃝�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝�

参
加
料
＝
無
料

⃝�

準
備
＝
筆
記
用
具
、
コ
ッ
プ

⃝�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

⃝�

申
込
期
限
＝
３
月
27
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

火災警報器

交通規制に注意
「鹿児島マラソン2019」が行われる３月３日（日）は、姶良市重富
から鹿児島市内にかけて国道10号の一部で交通規制が行われます。
当日は鹿児島市や姶良市などで交通渋滞が予想されます。鹿児島

市方面へ向かう人は車の利用を控え、電車などの公共交通機関をご
利用ください。
◎鹿児島マラソン2019による交通規制

※規制区間、規制時間は変更されることがあります。

※公共交通機関のダイヤ変更や遅れなどが予想されます。
※郵便物や宅配便などが遅れて届くことも予想されます。
※詳細は大会ホームページをご覧ください。

問＝ 鹿児島マラソン実行委員会事務局（鹿児島市観光交流局
スポーツ課内）☎099（803）9622

規制区間（国道10号） 規制内容 規制時間
重富郵便局前～
鳥越トンネル南側

車　　両
通行止め 8：05 ～ 15：25

重富中学校前～
重富郵便局前

車　　両
通行止め 9：15 ～ 13：30

鹿児島マラソン 2019 検索

■天
あめの

御
み

中
な か

主
ぬ し

神社／春の大祭
　（女性だけの田の神舞）
⃝ 日時＝３月１日（金）午前10時30分から
⃝ 場所＝国分清水3-4-17-17
■止

と

上
が み

神社／御田植祭（田の神舞など）
⃝ 日時＝３月３日（日）午後２時から
⃝ 場所＝国分重久1896
■祓

はらい

戸
ど

神社／春祭り（牛の砂かけなど）
⃝ 日時＝３月３日（日）午後２時から
⃝ 場所＝国分府中町4-17
■霧島神宮／御田植祭（田の神舞など）
⃝ 日時＝３月10日（日）午前10時から
⃝ 場所＝霧島田口2608-5
■早鈴神社／春祭り（棒踊りなど）
⃝ 日時＝３月17日（日）午前10時から
⃝�場所＝隼人町小浜630
■飯

い い

富
と み

神社／お田植祭（稲
い な

造
ぞ う

踊りなど）
⃝�日時＝３月21日（木・祝）午前11時から
⃝ 場所＝牧園町三体堂661
■前

さ き

玉
た ま

神社／須川様祭り（鈴かけ馬踊りなど）
⃝ 日時＝３月31日（日）午前８時から
⃝ 場所＝溝辺町三縄204
■早

は や

馬
ま

神社／早馬祭り（鎌踊りなど）
⃝ 日時＝４月７日（日）正午から
⃝ 場所＝福山町福沢1645
�問＝社会教育課  ☎（64）0708

伝統芸能を
見に行きませんか

３
月
以
降
に
市
内
各
地
で
行
わ
れ
る
伝
統
芸
能
の
日
程
を
紹
介
し
ま
す
。



◀◀◀市からのお知らせ

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先

広
　
　
　
告

市民葬祭NPO葬祭の窓口  2つの家族「想い」の専門斎場  葬儀  法事  遺品整理  散骨  遺産相続

090-1194-5250
ＴＥＬ0995-45-4445

たくさんのお客様から“ありがとう”のお声をいただいております。

https://issou-k.jp

駐
車
場
40
台 

完
備

宿
泊
可（
シ
ャ
ワ
ー
完
備
）

事
前
相
談
無
料

一想公式 検索

家族葬ホール新町 家族葬ホール中央
（セブン-イレブン国分重久店様近く）（旭交通・ジェルスイミング様近く）

福祉の葬儀支援
NPO法人ぬくもり9 葬儀一式

万円より

®

い っ そ う（旧社名：家族想 おくりびと）広
　
　
告 国分スターレーン

霧島市国分野口北1617-1
☎0995-47-7777　℻0995-47-6400
午前９時～午後11時　年中無休

～2020年かごしま国体～
ボウリング競技は国体種目です

消防署

コスモス

スタンド

コックピット国分
ココ

SONY

３月のイベント
※小学生以下が対象

Get
詳しくはフロン

トスタッフまで

ゲット

ボウリングを2ゲーム以上

プレーしてガチャガチャ

回して景品
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働
く
女
性
の
家

定
期
講
座
（
前
期
）

⃝�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
女
性

⃝�

受
講
料
＝
１
講
座
千
円
（
別
途

材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

⃝�

託
児
＝
昼
の
部
に
限
り
、
満
２

歳
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
（
人

数
制
限
あ
り
）。

⃝�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
希

望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
（
託
児

を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も
の

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
生
年
月

日
）
を
記
入
の
上
、
郵
送
。

⃝�

申
込
期
限
＝
３
月
23
日（
土
）当

日
消
印
有
効

※�

１
人
何
講
座
で
も
申
し
込
み
可
。

講
座
ご
と
に
は
が
き
が
必
要
。

※�

同
一
講
座
の
受
講
は
４
回
ま
で
。

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

少
数
の
場
合
は
開
講
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
働
く
女
性
の
家
☎（
46
）

４
４
６
４
、
〒
８
９
９
－
４
３

３
２
国
分
中
央
３
－
43
－
10

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

馬
術
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
in
霧
島

　

２
０
２
０
年
10
月
開
催
の
燃
ゆ

る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
。
霧
島
市

で
開
催
さ
れ
る
競
技
の
一
つ
に
馬

術
競
技
が
あ
り
ま
す
。
競
技
を
市

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

競
技
の
ル
ー
ル
説
明
や
馬
と
触
れ

合
え
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
16
日（
土
）【
午
前

の
部
】
午
前
９
時
～
11
時
30
分
、

【
午
後
の
部
】
午
後
１
時
～
３

時
30
分

⃝�

場
所
＝
霧
島
高
原
乗
馬
ク
ラ
ブ

（
牧
園
町
高
千
穂
３
３
１
３
－
３
）

⃝�

入
場
料
＝
無
料

⃝�

申
込
期
限
＝
３
月
８
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
国
民
体
育
大
会
推
進

課
☎（
64
）０
７
３
６

県
発
注
の
河
川
工
事

掘く
っ

削さ
く

土
砂
の
受
け
入
れ
地

　

河
川
の
掘
削
で
発
生
す
る
土
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
く
ぼ
地
の

埋
め
立
て
や
低
地
の
か
さ
上
げ
な

ど
に
利
用
す
る
受
け
入
れ
地
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

⃝�

工
事
箇
所

①
手て

籠ご

川
（
国
分
新
町
）

②
郡
田
川
（
国
分
新
町
）

③
郡
田
川
（
国
分
郡
田
）

⃝�

搬
入
予
定
期
間
＝
４
月
～
５
月

⃝�

受
け
入
れ
条
件

◦�

工
事
箇
所
か
ら
運
搬
距
離
は
19

㌔
以
内

◦�

大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
㌧

車
）
で
土
砂
の
搬
入
が
で
き
る

こ
と
。
敷
な
ら
し
は
受
け
入
れ

側
で
行
う
こ
と
。

◦�

法
律
や
関
係
条
例
上
、
埋
め
立

て
や
盛
り
土
な
ど
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
土
地
で
、
関
係
す
る

手
続
き
が
申
し
込
み
時
に
完
了

し
て
い
る
こ
と
。

◦�

原
則
と
し
て
、
約
５
０
０
立
方

㍍
以
上
の
土
砂
搬
入
が
可
能
な

土
地
で
あ
る
こ
と
。

⃝�

申
込
方
法
＝
申
し
込
み
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
。

⃝�

申
込
期
間
＝
通
年

◎�

�問・�申
＝
県
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
河
川
港
湾
課
☎（
63
）８

３
６
７

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
県
民
の
森
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

⃝�

日
時
＝
３
月
24
日（
日
）午
前
８

時
～
午
後
３
時

⃝�

集
合
場
所
＝
緑
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
（
溝
辺
町
有
川
２
９
８
７

－
37
）

⃝�

コ
ー
ス
＝
県
民
の
森
内
の
林
道

（
往
復
14
㌔
）

⃝�
定
員
＝
３
０
０
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝�

参
加
料
＝
５
０
０
円（
保
険
料
・

昼
食
付
き
）

⃝�

申
込
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
参
加
者
の
合
計
人

数
、
同
伴
者
全
員
の
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
送
。

⃝�

申
込
期
限
＝
２
月
28
日（
木
）必

着
※�

参
加
者
全
員
に
苗
木
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

◎�

＝
県
民
の
森
管
理
事
務
所
☎

（
68
）０
５
５
７
、
〒
８
９
９
－

５
５
４
１
姶
良
市
北
山
３
４

６
４
－
１
１
９

霧
島
市
生
活
学
校
生

　

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を
築
く

た
め
に
、
食
品
ロ
ス
削
減
や
マ
イ

バ
ッ
グ
の
推
進
、
生
活
排
水
の
適

正
な
処
理
な
ど
、
生
活
者
目
線
で

生
活
課
題
・
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
５
月
か
ら
２
０
２
０
年

３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
月
曜
、

午
前
10
時
～
正
午

⃝�

場
所
＝
国
分
公
民
館

⃝�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝�

年
会
費
＝
千
円

⃝�

保
険
料
＝
５
０
０
円

⃝�

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
氏
名
、

連
絡
先
を
記
入
し
て
郵
送

⃝�

申
込
期
限
＝
４
月
19
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
生
活
学
校
委
員
長【
大

原
】☎（
45
）０
５
３
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
０
４
国
分
清
水
１

－
25
－
12

講座名 内容 日程 時間 実施月 回数 定員

昼
の
部

ヨガ 心と体の健康法 毎週月曜 10：00 ～ 12：00 5 ～ 7 8 25人
生花 生花の基本（小原流） 月２回月曜 13：30 ～ 15：30 5 ～ 8 8 15人

フレッシュ体操 40歳からのストレッチと
ウオーキング 毎週水曜 13：30 ～ 15：30 5 ～ 6 8 25人

夜
の
部

フラダンス 初めてでもできるフラダンス
（初心者限定） 月２回月曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 8 8 25人

楽しい手話 初めての人の手話の基本 月２回水曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 8 8 30人
楽しい韓国語 基本的な韓国語の文字と会話 月２回火曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 8 8 15人
手作り雑貨 いろいろな小物作り 月２回金曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 8 8 15人

上
床
公
園
テ
ニ
ス
大
会

⃝�

日
時
＝
３
月
17
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
雨
天
中
止
）

⃝�

場
所
＝
溝
辺
上
床
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

⃝�

種
目
＝
ダ
ブ
ル
ス
戦
（
一
般
男

子
の
部
・
一
般
女
子
の
部
）

⃝�

定
員
＝
先
着
男
女
各
12
組

⃝�

参
加
料
＝
１
組
２
千
円

⃝�

申
込
期
限
＝
３
月
10
日（
日
）

◎�

�問・�申
＝
溝
辺
上
床
運
動
公
園

☎（
58
）２
４
５
１

　燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動か
ごしま大会霧島市実行委員会では、「燃ゆ
る感動かごしま国体」に従事するボラン
ティアを募集しています。

ボランティアとして
かごしま国体に参加しよう！

⃝ 活動期間＝燃ゆる感動かごしま国体や競技別リハーサル大会中、
開催準備に係る期間（活動は原則１日単位）

⃝ 活動内容＝受け付け、会場案内、休憩所でのドリンクサービス、
弁当配布、清掃活動、駐車場整理など

⃝ 募集人数＝300人程度
⃝ 対象＝高校生以上で、市内に在住・勤務・通学している個人。市内

に活動拠点のある団体
⃝ 申込方法＝登録申込書（国民体育大会推進課や各総合支所地域振

興課で配布。市ホームページからもダウンロード可）に必要事項
を記入の上、持参か郵送、ファクス、メール

⃝ 申込期限＝2020年３月31日（火）
※ 報酬は無償とし、交通費は自己負担です。帽子やユニフォーム、

昼食などは、必要に応じて支給します。

 �問・�申＝ 実行委員会事務局（国民体育大会推進課内）
☎（64）0736、FAX（64）0740、
メール kokutai@city-kirishima.jp、
〒899-4394  国分中央3-45-1

【リハーサル大会】
競技名 日程

ハンドボール 2019年 8月10日（土）～ 13日（火）
銃剣道 2019年 8月25日（日）
サッカー 2019年10月12日（土）～ 16日（水）
剣道 2020年 2月15日（土）～ 16日（日）
馬術 2020年 6月 6日（土）～ 7日（日）
【燃ゆる感動かごしま国体】

競技名 日程
ジャズ体操 2020年 5月23日（土）
パークゴルフ 2020年 7月26日（日）
グラウンド・ゴルフ 2020年 9月26日（土）～ 27日（日）
ハンドボール 2020年10月 4日（日）～ 8日（木）
剣道 2020年10月 4日（日）～ 6日（火）
馬術 2020年10月 7日（水）～ 11日（日）
ゴルフ 2020年10月 7日（水）～ 9日（金）
サッカー 2020年10月 9日（金）～ 12日（月）
銃剣道 2020年10月10日（土）～ 12日（月）

全国から訪れる人を温かくおもてなし
して、国体を一緒に盛り上げませんか。
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＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先

広
　
　
　
告

☎0120―66―5001墓石・建築石材の設計・施工販売 墓石建立指定業者／株式会社ご縁矢

全区画バリアフリー

墓地経営／宗教法人正法寺／環第393号

駐車場から墓前へ車イスで
お参りできます

永 代 維 持
管理型霊園

（
税
込
）

⃝高齢化に伴いお墓の
　管理ができない方。
⃝あとの費用は一切不
　要です。
⃝神徒の方も
　安心です。

⃝あとの費用は一切不要です。
⃝大型犬まで各種ペットの永代供養を
　 お引き受けいたします。
⃝掃除、お花交換も、線香も毎日行います。

ファミリーマート

◆永代供養墓 195,000〜
円

◆ペット永代供養墓  完成!
小型犬・猫などの焼骨  １万円（税別）

月額利用料
49,000円～

◆ 介護福祉士資格 月給  235,000円
◆ ヘルパー資格 月給  220,000円
※処遇改善加算含む、精勤手当含む、当直７回含む
◆ ＯＴ（作業療法士） 月給  240,000円
◆ ＰＴ（理学療法士） 月給  240,000円

常 

勤

◆ 介護福祉士資格 時給  1,325円
◆ ヘルパー資格 時給  1,225円
                                      ※処遇改善加算含む
◆ 介護支援専門員 時給  1,300円
◆ 給食 時給  1,000円

パ
ー
ト

別館増築による職員募集

（�部屋代、食事代、電気代、
洗濯代、管理費含む）

エスプリ鹿児島はやとエスプリ鹿児島はやと

広
　
　
　
告
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家
族
介
護
者
交
流
会
in
隼
人

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」

　

高
齢
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

人
同
士
が
介
護
に
関
す
る
悩
み
や

喜
び
な
ど
を
語
り
合
う
集
い
の
場

で
す
。
笑
い
ヨ
ガ
や
宅
配
食
の
試

食
、
介
護
技
術
の
実
演
、
福
祉
用

具
の
展
示
、
介
護
相
談
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

介
護
ス
タ
ッ
フ
や
保
健
師
が
い

る
の
で
、
介
護
が
必
要
な
人
や
子

ど
も
連
れ
の
人
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
16
日（
土
）午
後
１

時
～
４
時

⃝�

場
所
＝
イ
オ
ン
隼
人
国
分
店
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

⃝�

参
加
料
＝
無
料

※�

参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日

申
し
込
み
も
可
）

◎�

�問・�申
＝
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
48
）７
９
７
９

国
分
総
合
プ
ー
ル
情
報

■
水
中
体
操

⃝�

日
時
＝
３
月
６
日
～
27
日（
毎

週
水
曜
・
全
４
回
）午
後
１
時

～
２
時

⃝�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝�

定
員
＝
先
着
30
人
（
５
人
以
上

で
実
施
）

⃝�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円
（
利
用

料
を
含
む
）

⃝�

受
付
＝
２
月
26
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
国
分
総
合
プ
ー
ル
☎

（
46
）９
４
０
０

国
分
運
動
公
園
情
報

■
ビ
ギ
ナ
ー
ピ
ラ
テ
ィ
ス

⃝�
日
時
＝
３
月
13
日
～
４
月
10
日

（
毎
週
水
曜
・
全
４
回
）午
前
11

時
35
分
～
午
後
０
時
35
分

■
や
さ
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

⃝�

日
時
＝
３
月
13
日
～
４
月
10
日

（
毎
週
水
曜
・
全
４
回
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

【
共
通
事
項
】

⃝�

場
所
＝
国
分
武
道
館

⃝�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝�

定
員
＝
先
着
14
人
（
５
人
以
上

で
実
施
）

⃝�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円

⃝�

受
付
＝
２
月
26
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
国
分
運
動
公
園
☎（
46
）

４
３
９
８

サ
ン・あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
テ
ニ
ス

⃝�

日
時
＝
３
月
19
日
～
５
月
14
日

（
毎
週
火
曜
・
全
８
回
）午
前
10

時
～
正
午

⃝�

定
員
＝
先
着
10
人（
成
人
男
女
）

⃝�

受
講
料
＝
４
千
円

⃝�

準
備
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

霧
島
英
友
会
の
英
語
講
座

　

２
０
１
９
年
度
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

⃝�
場
所
＝
国
分
公
民
館
会
議
室

⃝�
対
象
＝
高
校
生
以
上

⃝�

定
員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
15
人

⃝�

受
講
料
＝
３
万
円
（
別
途
、
テ

キ
ス
ト
代
２
千
円
が
必
要
）

⃝�

申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

⃝�

申
込
期
間
＝
３
月
１
日（
金
）～

４
月
11
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
霧
島
英
友
会【
中
濱
】

☎
０
８
０（
４
２
８
２
）３
８
６

２
、
FAX（
45
）５
８
３
８

相
談

休
日
納
税
相
談
窓
口

　

事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納
期

内
に
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

平
日
に
納
税
相
談
に
来
庁
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
休
日
納
税
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
な
ど
を
納
期
限
が
過
ぎ
て

も
納
付
せ
ず
に
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
財
産
調
査
、
財
産
差

し
押
さ
え
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝�

日
時
＝
毎
月
第
２
日
曜
、
午
前

９
時
～
正
午

⃝�

場
所
＝
収
納
課
（
国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
議
会
棟
１
階
13
番

窓
口
）

◎�

＝
収
納
課
☎（
64
）０
８
９
２

心
の
健
康
相
談

　

臨
床
心
理
士
が
個
別
相
談
を
行

い
ま
す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。（
相
談
無
料
・
要

予
約
）

⃝�

日
時
＝
３
月
７
日（
木
）、
26
日

（
火
）午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
※
１
人
１
時
間
程
度
。

⃝�

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
（
隼
人
町
内
山
田
１
－
10

－
33
）

◎�

�問・�申
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

　

女
性
の
相
談
員
が
悩
み
や
問
題

を
共
に
考
え
、
問
題
解
決
へ
向
か

う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。�

◎�

＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

定
例
行
政
相
談

　

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

３
月
５
日（
火
）午
前
９
時
～
11

時
／
福
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
午
後
１
時
～
３
時
／
福

山
公
民
館
／
福
山
総
合
支
所
地

域
振
興
☎（
56
）２
０
１
２

◦�

３
月
５
日（
火
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン

タ
ー
／
横
川
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
72
）０
５
８
２

◦�

３
月
８
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
総
合
支
所
第
４
会
議

室
／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎（
76
）２
７
０
１

◎�

＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

５
５

人
権
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
が
家
族
の
問
題
、

財
産
・
相
続
の
問
題
、
差
別
な
ど

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝�

相
談
日
／
場
所

◦�

３
月
５
日（
火
）／
横
川
健
康
温

泉
セ
ン
タ
ー

◦�

３
月
14
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

⃝�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

年
金
相
談

　

社
会
保
険
労
務
士
が
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
老
齢
年

金
な
ど
の
請
求
手
続
き
も
で
き
ま

す
。（
相
談
無
料
）

⃝�

日
時
＝
３
月
15
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

⃝�

必
要
な
物
＝
身
分
証
明
書

※�

原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
。
予
約
が
な
い
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９（
２

９
５
）３
３
４
８

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

土
地
建
物
の
登
記
、
成
年
後
見

手
続
き
、
裁
判
手
続
き
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
優
先
）

⃝�

日
時
＝
３
月
２
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝�

場
所
＝
日
当
山
地
区
公
民
館

（
隼
人
町
東
郷
１
６
１
）

◎�

�問・�申
＝
県
司
法
書
士
会
霧
島

支
部【
重
野
】☎（
73
）５
７
４
３

期日 ３月９日（土） ３月26日（火）
時間 12：30～17：00 13：30～16：30

場所 市働く女性の家
（国分中央3-43-10）

隼人市民サービス
センター第３会議室

（隼人町内山田1-11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会・

コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内に在住または勤務する女性

コース 日　時

入門・初級
４月19日～ 2020年３月

（金曜・全40回） 
19：10 ～ 20：40

中級・上級
４月19日～ 2020年３月

（金曜・全40回） 
19：10 ～ 20：40

上級（特）
４月19日～ 2020年３月

（金曜・全40回） 
15：00 ～ 17：00
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※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された人のみ掲載しています。

◎
牧
園
地
区

志
戸
岡 

駿は
や

叶と 

裕
作 

高
千
穂
１
区

迫 

美み

佑う 

義
博 

高
千
穂
６
区

西 

優ゆ

唯い

愛な 

大
樹 

万
膳
３
区

西 

奏そ

良ら 

郁
也 

万
膳
２
区

◎
霧
島
地
区

冷
水 

萌も

愛あ 

裕
幸 

田
口

◎
隼
人
地
区

児
玉 

り
こ 

み
ゆ
き 

松
永
ヒ
ル
ズ

岩
谷 

怜れ
い 

充
洋 

平
岡
団
地

加
山 

晴は
る

翔と 

ま
ゆ
み 

田
方
団
地

安
田 

宝た
け

史ふ
み 

宝
之 

駅
前
３

鈴
木 

椋り
ょ
う

大た 

ち
ひ
ろ 

山
野
北

合
原 

依え

那な 

英
利 

菩
提
寺

上
脇 

千ち

鈴す
ず 

康
寛 

野
久
美
田
１

國
分 

翔し
ょ
う

太た 

貴
弘 

新
川
９

中
島 

千ち

咲さ
き 

大
輔 

駅
前
３

後
平 

哲て
つ

志し 

陽
介 

川
尻
北

南 

采こ
と

花は 

英
宏 

堀
之
内

原
田 

菜な

生お 

大
樹 

天
降
川

神
田 

唯ゆ
い

斗と 

寛
人 

木
之
房
１

川
畑 

駈か
け
る 

和
也 

新
川
７

宿
口 

結ゆ

奏な 

智
行 

住
吉
15

柏
木 

智ち

迅は
や 

秋
良　
　

見
次
１

塚
本 

明あ

日す

香か 

紗
也
加 

真
孝
１

古
市 

悠ゆ
う

華か 

悠
樹 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

大
重 

凜り

菜な

虹こ 

佑
樹 

新
七

德
田 

華は

己な 

祐
介 

原

松
田 

理り

史ひ
と 

浩
平 

中
道

金
子 

颯そ
う

志し 

桜
子 

新
川
７

迫 

凛り

音の
ん 

美
穂 

真
孝
16

中
島 

史ふ
み

乃の 

吏
一 

野
久
美
田
１

竹
下 

絢あ
や

都と 

直
樹 

山
野
中

末
原 

愛え

守る

斗と 

翔 

中
道

木
場 

陸り
く

翔と 

直
人 

中
央
２

山
田 

佑た
す
く 

己 

ひ
ま
わ
り
団
地

新
村 

蒼そ

菜な 

祐
太 

真
孝
17

林 

夢む

空あ 

伸
一
郎 

東
前

◎
福
山
地
区

大
石 

将し
ょ
う

ノの

輔す
け 

拓
矢 

西
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
12
／
16
～
１
／
15
）

（
氏　

名
）　　
　
　　
（
年
齢
）    （
自
治
会
）

◎
国
分
地
区

福
村　
　

ス
ミ
子　

85　
　

野
坂

福
永　
　

光
夫　
　

85　
　

向
川
原

山
崎　
　

力　
　
　

69　
　

東
上

新
保　
　

弘
樹　
　

80　
　

出
口

楠
元　
　

久
子　
　

56　
　

渡
瀬

井
之
上　

博
範　
　

61　
　

上
車
田

永
山　
　

満
生　
　

80　
　

広
瀬
13

稲
留　
　

良
正　
　

86　
　

岩
戸

原
田　
　

三
男　
　

84　
　

広
瀬
17

山
下　
　

忍　
　
　

78　
　

拝
田
東

津
曲　
　

シ
ヅ
子　

77　
　

黒

原
囿　
　

茂
宏　
　

58　
　

広
瀬
16

東　
　
　

ミ
カ　
　

105　
　

野
口
西
第
二

木
原　
　

シ
チ
子　

87　
　

福
島
団
地

小
田　
　

信
子　
　

92　
　

西
内
の
丸

中
條　
　

フ
ジ　
　

95　
　

河
内
第
１

◎
溝
辺
地
区

前
田　
　

勉　
　
　

78　
　

論
地
岡
西

神
田　
　

ア
ヤ
子　

93　
　

谷
口

西　
　
　

ア
ツ
子　

91　
　

今
別
府

◎
横
川
地
区

本
田　
　

勝
已　
　

75　
　

岡
村

林　
　
　

け
い
子　

65　
　

第
二
今
村
住
宅

谷
口　
　

義
久　
　

68　
　

上
新
町

山
ケ
野　

久
子　
　

81　
　

北
園

◎
牧
園
地
区

中
園　
　

ス
ミ
エ　

81　
　

持
松
１
区

山
下　
　

マ
ツ
エ　

95　
　

万
膳
３
区

藏
元　
　

ス
ミ
ヱ　

93　
　

万
膳
５
区

石
　
　

ア
ヤ　
　

103　
　

高
千
穂
６
区

國
生　
　

チ
リ　
　

86　
　

三
体
４
区

谷
口　
　

武
義　
　

81　
　

牧
園
２
区

境
田　
　

ミ
ヨ
子　

80　
　

中
津
川
５
区

◎
霧
島
地
区

造
免　
　

サ
チ
子　

82　
　

堀
之
内

◎
隼
人
地
区

鎌
田　
　

マ
チ
エ　

92　
　

新
七

久
木
元　

ツ
ル　
　

93　
　

中
央
２

上
松　
　

健
浩　
　

88　
　

大
津

永
吉　
　

和
男　
　

84　
　

見
次
３

鶴
ケ
野　

モ
ヨ　
　

94　
　

宇
都

下
原　
　

廣
美　
　

85　
　

西
瓜
川
原

曽
山　
　

繁　
　
　

85　
　

原

大
山　
　

格　
　
　

77　
　

隼
人
塚
団
地

坂
元　
　

綾
子　
　

96　
　

隼
人
塚
団
地

竹
下　
　

勇
次　
　

75　
　

新
川
９

林　
　
　

健
一
郎　

82　
　

新
川
１

林　
　
　

耕
一
郎　

85　
　

新
川
１

山
元　
　

千
香
子　

78　
　

中
道
２

種
子
田　

吉
之　
　

89　
　

御
前
馬
場
西

塩
屋　
　

義
治　
　

90　
　

加
納
内
下

松
元　
　

小
夜
子　

76　
　

湯
之
元
１

田
村　
　

良
則　
　

93　
　

下
小
鹿
野

◎
福
山
地
区

砂
走　
　

昭
巳　
　

81　
　

砂
走

う
ぶ
声

届
出
日
（
12
／
16
～
１
／
15
）

（
出
生
児
）　　
　
　
（
届
出
者
）（
自
治
会
）

◎
国
分
地
区

小
塩 

琉る

莉り 

賢
一 

園
田

吉
満 

彩せ
い

七な 

裕
香 

向
花
中

橋
口 

心こ

翔と 

隆
博 

上
井
団
地

中
村 

京け
い

誠せ
い 

あ
ゆ
み 
清
水
橋

岩
井 

環か
ん

太た 

優
樹 

府
中
前
東

川
口 

誠せ
い

也や 

伸
也 

三
郷

中
川 

陽ひ

葵ま
り 

洋
輔 

松
木
西

志
戸
岡 

和わ

叶か 

良
太 

東
馬
場

山
下 

珠み

央お 

明
人 

名
波
２

重
田 

華か

愛い
と 

賀
成 

広
瀬
17

比
嘉 

紫し

美う 

真
弥 

青
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

小
松 

友ゆ

紀き 

元
気 

東
内
の
丸

山
元 

琥こ

陽は
る 

宏
倫 

野
口
西
第
二

久
松 

勇ゆ
う

斗と 

裕
太 

拝
田
西

川
添 

優ゆ

衣い

佳か 

謙
一 

向
花
西

山
口 

莉り

暖の 

輝 名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
５

佐
藤 

萌ほ

之の

花か 

之
俊 

川
跡
西

馬
場 

月る

菜な 

一
郎 

府
中
前
西

吉
元 

優ゆ

樹き

菜な 

光
寿 

野
口
西
第
一

年
神 
徠ら

い

煌あ 

裕
樹 

野
口
南

坂
口 
健け

ん

太た

郎ろ
う 

雄
一 

道
場
口

清
水 

咲さ

玖く 
達
也 

永
田

山
口 

奏か
な
で 
翔
平 

弟
子
丸

中
園 

心こ

都と 

智
沙
都 
広
瀬
17

川
畑 

心こ

希の
み 

勇
二 

福
島
２

田
原
迫 

仁に

心こ 

仁 

山
下
１

髙
田 

宏こ
う

真ま 

勇
二 

川
跡
南
第
２

髙
田 

蒼そ
う

真ま 

勇
二 

川
跡
南
第
２

末
吉 

こ
と
は 

泰
幸 

唐
仁
中

髙
井 

惺せ
い

絆は 

久
志 

福
島
５

𠮷
盛 

竣し
ゅ
ん

翔と 

健
一 

福
島
２

坂
本 

桔き
っ

平ぺ
い 

佳
代 

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
郡
田

藤
野 

杏あ
ん

菜な 

泰
弘 

辻

◎
溝
辺
地
区

畠
中 

颯さ

玖く 

良 

第
３
前
原
団
地

市長交際費（12・１月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日　付 内　　　　容 金　額

12月 2日 故 松下昭氏（元･福山町議）告別式時供花 10,800 

12月25日 故 下原廣美氏（元･隼人町議）告別式時供花 10,800 

1月18日 故 益山和幸氏（消防団員）告別式時供花 10,800 

12・１月分合計 32,400

お
知
ら
せ

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

【
３
月
の
上
映
作
品
】

◦�

７
日（
木
）＝
ド
ン・フ
ァ
ン
（
下
巻
）（
１

９
２
６
年
・
１
０
０
分
）
歴
史
的
に
名
高

い
ボ
ル
ジ
ア
家
の
恋
と
冒
険
と
策
略
が
渦

巻
く
中
世
イ
タ
リ
ア
を
舞
台
に
、
一
代
の

美
男
子
ド
ン
・
フ
ァ
ン
が
繰
り
広
げ
る
大

ロ
マ
ン
の
傑
作
。

◦�

14
日（
木
）＝
風
の
隼
人
19
・
20
回
（
１

９
７
９
年
・
96
分
）
幕
末
、
薩
摩
藩
の
お

家
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
た
武
士
の
生
き
ざ

ま
を
描
い
た
時
代
劇
（
全
28
回
）。
第
19

回
「
め
ぐ
り
逢
い
」、
第
20
回
「
女
狐

を
撃
て
」。

◦�

21
日（
木
）＝
嵐
が
丘
（
１
９
３
９
年
・

１
０
４
分
）
荒
野
に
た
た
ず
む
古
い
館
・

嵐
が
丘
の
主
人
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ー
に
養
子

と
し
て
引
き
取
ら
れ
た
孤
児
・
ヒ
ー
ス
ク

リ
フ
は
、
ア
ー
ン
シ
ョ
ー
の
娘
キ
ャ
サ
リ

ン
と
恋
に
落
ち
る
が
…
。

◦�

28
日（
木
）＝
天
国
と
地
獄（
１
９
６
３
年・

１
４
３
分
）
優
秀
な
知
能
犯
に
刑
事
た
ち

が
挑
む
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
。
子
ど
も
が
誘

拐
さ
れ
、
犯
人
は
身
代
金
３
千
万
円
を
厚

さ
７
㌢
の
カ
バ
ン
に
入
れ
て
特
急
こ
だ
ま

に
乗
れ
と
指
示
す
る
。
厚
さ
７
㌢
の
秘
密

と
は
何
か
。
日
本
映
画
大
賞
な
ど
を
受
賞

し
た
黒
澤
明
監
督
作
品
。

⃝�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら

⃝�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑
賞
室
（
無

料
）、
予
約
不
要

⃝�

定
員
＝
80
人
（
入
場
制
限
あ
り
）

◎�

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

成
年
後
見
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

成
年
後
見
制
度
制
定
20
周
年
を
記
念
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
生
島
ヒ
ロ

シ
さ
ん
の
講
演
や
成
年
後
見
落
語
、
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
３
月
16
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

５
時

⃝�

場
所
＝
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

⃝�

入
場
料
＝
無
料

◎�

＝
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
鹿
児
島
支
部
☎
０
９
９（
２
５
１
）

５
８
２
２

県
の
最
低
賃
金

　

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
７
６
１
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨

時
職
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

各
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
12
月

28
日
か
ら
次
の
時
間
額
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

◦�

７
８
８
円
＝
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業

◦�

８
２
１
円
＝
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

◎�

＝
最
低
賃
金
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎

０
９
９（
２
２
３
）８
８
８
１
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◀

小枝　祐基　著
マウスは極力使わない、邪魔な
機能はオフにする。業務の効
率化だけでなく「どうすれば疲
れないか」をテーマに、パソコン
操作のテクニックを紹介します。

青山　浩之　著
筆遣いや字形のこつがつかめる
ように、点や線の書き方からバ
ランスのとり方、文字を構成する
部分の組み立て方、全体の形
の整え方まで丁寧に解説します。

バリー・ウィッテンシュタイン　文
料理のたびにけがをして手は傷
だらけのジョゼフィーンさん。包
帯などを作る会社に勤める夫・
アールさんが、自分で貼れる救急
ばんそうこうを発明した話です。

やまもと　しょうぞう　作
乗り物が登場する話を、簡単な
英語と日本語で３話収録。英語
の発音はカタカナで表記されて
います。好きなものをきっかけに
英語に親しみましょう。

図書館へ行こう
https://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

新 刊 紹 介

国分図書館情報

子
ど
も
と
た
の
し
む

は
じ
め
て
の
え
い
ご
え
ほ
ん

の
り
も
の
の
お
は
な
し

疲
れ
な
い

パ
ソ
コ
ン
仕
事
術

基
本
が
身
に
つ
く

書
道
の
教
科
書

「�

い
た
い
っ
！
」が
う
ん
だ 

大
発
明

l
i

b
r

a
r

y

イベント名 日　　時［対　象］ 場所／問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ３月 2日（土）  10：30～11：30

国分図書館  ☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ３月 4日（月）  10：30～11：00

ほるとの森おはなし会 ３月 9日（土）・23日（土）  14：30～15：00

おはなしの部屋
３月 1日（金）  11：00～11：30［赤ちゃん］
３月 7日（木）  16：00～16：30［幼児］
３月17日（日）  11：00～11：30［幼児･小学生］

隼人図書館  ☎（43）7574

おはなしの時間（紙ふうせん） ３月18日（月）  15：30～16：00 霧島図書室  ☎（57）0316

おはなし広場 ３月16日（土）  10：00～11：00 福山図書室  ☎（56）2026

　国分図書館入口に「この本いか
が？」コーナーを作りました。図書
館職員や利用者が、読んでおもし
ろかった本やお勧めしたい本を紹
介します。ぜひ、みなさんの「いい
ね♡本」を教えてください。応募用
紙に、書名、バーコード番号を記
入して、応募箱に入れてください。
�問＝国分図書館  ☎（64）0918

広報きりしま  12広報きりしま  12
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帰去来／大沢在昌
テレビ探偵／小路幸也
ピーク／堂場瞬一
ゴールデン街コーリング／馳星周
女警／古野まほろ
霊能者列伝／田中貢太郎
80歳のマザーグース／桐島洋子
ミッテランの帽子／アントワーヌ・ローラン
現代ブータンを知るための60章／平山修一

〈ヤンチャな子ら〉のエスノグラフィー／知念渉
つらい「逆流性食道炎」は自分で治せる！／大竹真一郎
展覧会プロデューサーのお仕事／西澤寛
素顔の岡村隆史／本多正識
幻獣最強王図鑑／健部伸明
にゅうさん菌／佐々木泰子
義経千本桜／越水利江子
砂に書いた名前／赤川次郎
そらのうえのそうでんせん／鎌田歩

新刊紹介

　「語りの会あもり」は平成22年に発足し、会員は８人。依
頼により、市内外の小学校や隼人図書館で出張おはなし会
を開催し、自分たちも楽しみながら活動しています。毎月
第２金曜日は、隼人図書館で語りの実習と合評、語りの入
門と実践のテキストを使って学習しています。
　３月26日（火）午後２時から３時まで隼人図書館で、５歳
から大人までを対象にしたおはなし会を開催します。ぜひ
遊びに来てください。
�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

語りの会あもり

読書グループ紹介


